


































































































































39 97 13 21 205 112 1 1 110 65 664
福鳥県 51 186 4 380 433 38 33 105 56 1,286















































































































































































































































































































































































































2016 年（平成 28 年）4 月 14 日に熊本県と大分
県で相次いで発生した地震は、観測史上で最も大
きな震度 7 が 2 回、震度 6 強が 2 回、6 弱が 3 回
発生した記録的大地震であり、消防庁の発表によ
ると住宅の全壊が 8, 673 棟、半壊が 34, 726 棟、
一部損壊が 162, 479 棟確認されている。官公庁の
















































































10 棟、ムービングハウス 40 棟）を用いた応急仮

















































































設住宅の費用が約 1200 万円（河北新報 2019 年 2








2.4.　2019 年台風 15 号災害における千葉県
多古町における取組




































2.5.　2019 年台風 19 号災害における茨城県
常陸大宮市における取組




壊 2 万 4809 棟、一部破損 2 万 5543 棟、床上浸水
1 万 3016 棟、床下浸水 2 万 4613 棟、公共建物の
被害 361 棟、その他の非住家被害 8014 棟となっ
た。
図表35　循環式シャワーの心臓部AI濾過器と内
部の濾過カートリッジ（著者撮影）
図表36　常陸大宮市に設置されたムービングハ
ウスの仮設住宅（著者撮影）
178　災害レジリエンスを向上させる移動型設備の動向
茨城では久慈川と那珂川流域で氾濫が起き、大
子町、常陸大宮市、水戸市などで浸水被害が発生
した。協働プラットフォームでは早期に応急仮設
住宅は借上型一本で行くと決めた水戸市を除き、
大子町と常陸大宮市にムービングハウスを使った
仮設住宅建設を打診し、常陸大宮市が迅速に建設
を決めたことからすぐにアーキビジョン 21 に調
整を依頼すると共に、県庁への申請手続きの支援
を行い、建設決定から僅か 1 週間で設置が完了し、
翌日には入居が開始されることとなった。
これは、日本の災害史上最速の仮設住宅入居で
ある。実は、災害発生直前に常陸大宮市に移動型
住宅の災害時利用と宿泊体験施設などとして利用
しながら災害に備える社会的備蓄方法に関する説
明を行っていた、茨城空港前にムービングハウス
の展示場兼社会的備蓄基地の設置を準備していた、
県内下妻市に製造拠点があったなど要因が重なっ
たこともあったが、なによりも被災者の生活を重
視した常陸大宮市の決断が早く・強かった事に尽
きる。
3.　まとめ
今後の研究及び災害支援として以下を目指す。
3.1.　トリプル・オフグリッドの研究トリプ
ル・オフグリッドとは？
移動を前提とした施設・設備の技術を組合せ、
生活に必要な三大要素（住空間、水、電気）を迅
速且つ確実に供給する取り組み。インフラ工事を
不要又は最小限に抑えることができるため、超短
期間に設営・運営・撤去ができ、費用も大幅に軽
減できる。
3.2.　社会的備蓄の研究
不確実性を孕む災害リスクに備え災害に強い社
会を構築するためには公民協働による防災の取り
組みが求められる。低頻度大規模災害への防災対
策としては、平常時に地域社会で利用されている
社会資源を防災資源として活用する「社会的備
蓄」のアプローチが不可欠と考える。そのため、
トリプルオフグリッドを展開するために必要な物
資や設備や施設を平時から備蓄しておくための
様々な施策や資金調達方法等を調査・研究して行
く。それは、SDG’s（持続可能な開発目標）達成
に向けた取組の推進にも繋がると考えている。
図表37　SDG’sアイコン
